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【開会挨拶】
京都腎臓病総合対策推進協議会会長
京都民医連中央病院 救急総合内科科長 神田 千秋 先生



司会：八田 告先生（八田内科医院）

演者：金子 至寿佳 先生
日本赤十字社和歌山医療センター 糖尿病内分泌内科 部長

「健康をいい塩梅にするリテラシー」

特別講演





ホーム | K K Lit (tsuguhatta.wixsite.com)

https://tsuguhatta.wixsite.com/k-k-lit


三好小百合先生
宇治市役所 健康長寿部健康づくり推進課 副課長 兼 地域企画係長 
「宇治市における次世代への食育推進について」 

【パネルディスカッション】
司会：劉 和幸先生（推進協理事/京都岡本記念病院腎臓内科部長）

荒木久美子先生（推進協理事/桃仁会病院栄養部部長）



辻本脩仁先生（京丹波町立和知小学校講師）
大嶋英美先生（京丹波町立和知小学校養護教諭）
「食生活の改善に自ら取り組む児童の育成を目指してー尿中塩分測定
検査を通してー」

【パネルディスカッション】
司会：劉 和幸先生（推進協理事/京都岡本記念病院腎臓内科部長）

荒木久美子先生（推進協理事/桃仁会病院栄養部部長）



【閉会挨拶】
推進協理事/京都岡本記念病院腎臓内科部長
劉 和幸先生



開催後記

秋冷の候、皆様には益々ご清祥のことと存じます。
さて、過日は、第7回適塩フォーラム in Kyoto 2023に大変多くの方にご参加頂き有難うございました。
元々、この適塩フォーラムは、ソルコンフェスティバル開催の仲間集めのために始まった会です。
ソルコンフェスティバルは、昨年終了しましたが、まだまだやるべき課題が山積しており、適塩フォーラムを継続すること
となりました。
４年ぶりのリアル開催、ディスカッションも大変盛り上がり、終了時間が30分も超過したにも関わらず、皆さん、時間を

忘れて熱心に意見交換をして頂きました。

特別講演では、金子 至寿佳先生から「健康リテラシー」に関する素晴らしいご講演を頂きました。健康リテラシーとは、
「健康を維持し守るために、自ら適正な情報に到達し、適正に受け取り、適正に行動に移す力のことであり、『健康力』に
つながる。」患者をみる医療者は、帰納的アプローチ、学校の教員は、演繹的アプローチで人をみている。医療者は健康教
育の結果の証人であり、健康を守るための知恵を授ける健康リテラシー教育には、人生の最初の20年に関わる教育者と、そ
れ以後の人生に関わる医療者との連携と協力が不可欠だということを教えて頂きました。今回は、まさしくその方達にご参
加頂いたと思います。
パネルディスカッションでは、宇治市の大変熱い取り組みをご紹介いただきました。司会の劉先生が授業されたり、未来
をつくる食育推進事業についても詳しく教えて頂きました。
また和知小学校では、尿中塩分測定を通じて、子供達に塩分とカリウムの重要性を教え、それを家庭に持ち帰り、親と一

緒に話をすることが大事だということを教えて頂きました。ただし、自然豊かな地域でも子供達は外で遊ばずにネットゲー
ムで家に籠っていることも知って少々心配になりました。
これからも皆様と一緒に、健康リテラシーを普及させつつ、京都の適塩活動を広めていきたいと思います。今後ともご指

導、ご支援賜りますよう宜しくお願いします。最後に、会場を無償で提供して下さった大和学園様に御礼申し上げて開催後
記とさせていただきます。

文責：推進協理事 八田 告


	スライド 1: 第7回適塩フォーラム  in Kyoto 2023
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

